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【介護老人保健施設の理念と役割】 

 介護老人保健施設は、利用者の尊厳を守り、安全に配慮しながら、生活機能の維持・向上を目指し総合的に援助します。また、家族や

地域の人びと・機関と協力し、安心して自立した在宅生活が続けられるよう支援します。 

１．包括的ケアサービス施設 

 利用者の意思を尊重し、望ましい在宅または施設生活が過ごせるようチームで支援します。そのため、利用者に応じた目標と支援計画

を立て、必要な医療、看護や介護、リハビリテーションを提供します。 

２．リハビリテーション施設 

 体力や基本動作能力の獲得、活動や参加の促進、家庭環境の調整など生活機能向上を目的に、集中的な維持期リハビリテーションを行

います。 

３．在宅復帰施設 

 脳卒中、廃用症候群、認知症等による個々の状態像に応じて、多職種からなるチームケアを行い、早期の在宅復帰に努めます。 

４．在宅生活支援施設 

 自立した在宅生活が継続できるよう、介護予防に努め、入所や通所・訪問リハビリテーションなどのサービスを提供すると共に、他サ

ービス機関と連携して総合的に支援し、家族の介護負担の軽減に努めます。 

５．地域に根ざした施設 

 家族や地域住民と交流し情報提供を行い、様々なケアの相談に対応します。市町村自治体や各種事業者、保健・医療・福祉機関などと

連携し、地域と一体となったケアを積極的に担います。また、評価・情報公開を積極的に行い、サービスの向上に努めます。 

 

 

年頭ごあいさつ 

施設長 前原 巳知夫 

  明けましておめでとうございます。 

 いよいよ新天皇の元、新しい年を迎 

えました。さて昨年は消費税が増税さ 

れました。社会保障の充実も目的の一 

つでしたが、社会保障の検討会議や介 

護保険の改正案であがるのは、７５歳 

以上の医療費引き上げやケアプランの 

有料化、介護保険料の納付年齢引き上 

げ案など、更に国民へ負担を求めるも 

のばかりが目立ちます。先送りされた 

ものもありますが、医療や福祉業界を 

取り巻く環境はまだまだ厳しそうです。 

しかしながら、どのように時代が変 

わろうとも、私達のするべきことに違 

いはありません。利用される皆様にと 

って、快適で最良のサービスを提供で 

きるよう今年も努力していく所存です。 

  皆様が本年も健康で、そして穏やか 

に過ごせますようお祈り申し上げます。 

 

 相談室 佐藤 友美 

新年あけましておめでとうございます。 

今年も相談室では、利用者やご家族の皆様

に身近な相談窓口として、安心を提供できる

よう努めてまいります。些細なことでも不安

や疑問な点がございましたら、お気軽にお声

掛けください。 

本年もよろしくお願い致します。 

 
   １階係長(事務)髙橋 大 

明けましておめでとうございます。 

昨年は 10月に消費税増税に伴う介護保険施

設サービス費の改定が行われ、利用者様・ご

家族様には施設利用料金の変更に関する説明

とお支払いに多大なるご理解を戴き、誠にあ

りがとうございました。 

今年も変わらぬサービスの提供を、そして

更により良いサービスを目指して努めて参り

ます。なにかお気づきや不明な点がございま

したら、些細なことでも遠慮無く「しょうわ」

事務・窓口まで御意見をお寄せいただければ

幸いです。 

本年も宜しくお願い申し上げます。 
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１階介護長(リハビリ) 柳橋 正彦 

あけましておめでとうございます。 

今年は十二支中、一番初めの年です。鼠の

ように素早い行動でスタートダッシュを決

め込み、有意義な年だったと言えるように公

私ともに自己研鑽に励みたいと考えます。ま

たリハビリテーションに携わるものとして、

少しでもお家に帰りたいと思う利用者様の

願いが叶えられるよう尽力していきたいと

考えます。 

結びに、当施設利用者ならびに関係者の皆

様、また地域の皆様にとりまして良き 1年と

なりますようお祈りいたします。 

 
２階介護長(介護) 小杉 真美 

 新年あけましておめでとうございます。 

今年は 56 年ぶりに、東京でオリンピック

が開催されます。利用者様の中には以前の東

京オリンピックを覚えていらっしゃる方も

おり、日本代表選手の活躍を楽しみにされて

いるようです。私たちもテレビの前ではあり

ますが、利用者皆様と一緒に一生懸命応援し

たいと思います。 

また今年の干支は庚子。新たな芽吹きと繁

栄の始まりの年、上手く転身し賢くスタート

が切れる年のようです。私たち職員も今年の

干支にあやかり、気持ちも新たにスタートし

て、利用者の皆様へ最良のサービスが提供で

きるよう努力していきたいと思います。 

 本年もよろしくお願いします。 

 

３階介護長(看護) 伊藤 友春 

 あけましておめでとうございます。 

 毎年この時期は、全国的にインフルエンザ

など感染症の流行期です。秋田県も例外では

ありませんが、幸いにも当施設の利用者皆様

におかれましては、インフルエンザの流行は

なく、元気に新しい年を迎えていただくこと 

ができました。 

 本年も、より良い生活環境の整備と利用者

皆様の体調管理に努め、毎日を健康で元気に

過ごしていただけるよう、充実した看護支援

を行っていきたいと思います。 

 今年もどうぞ宜しくお願いします。 

 
昨年の文化祭バザーにおける収益金

(40,380円)は、全額ユニセフに寄付させてい

ただきました。 

 バザーにご協力いただいた皆様に、再度こ

の場を借りて厚く御礼申し上げます。ありが

とうございました。 

 
 昨年の 12月 24日にクリスマス会を開催し

ました。 

 

【お知らせ】 

インフルエンザの流行期を迎え、感染予防

のため 12月 16日より面会を中止させていた

だいております。 

利用者皆様の体調や近況については、お気

軽に各階の職員へお尋ね下さい。 

今後、面会制限の緩和等につきましては、

随時お知らせ致します。ご家族の皆様には、

ご不便をおかけしておりますがご協力をお

願い致します。 

(お問い合せ TEL.0184-23-7100） 

 

 

   

本年も 

宜しくお願い致します 


